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に直交する直線 をZ軸 として座標系を設定 した。
各模型上で計測 したS1,S2の位置 と基準模型にお











的 変 化 量 は,IJ群で51.9±13.9μm,EI群で は






硬度はアバ ットメン トレプリカの変位 に影響を及
ぼ さず,い ずれの印象材 を用いても適合性良好な
上部構造の製作が可能であることが示 された。た









れの質問に対 しても申請者は的確 に回答 した。ま
た,論 文の文章ならびに図表の加筆訂正が指摘 さ
れ,後 日提出 された論文にはすべて訂正がなされ
た。 さらに,語 学試験 として英文和訳を実施 した
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業用模型におけるアバ ットメン トレプ リカの変化
に及ぼす型響を検討 した。
精密金型により,中央にアバ ッ トメン トレプリ
カを2本植立(近 心側:s1,遠心側:S2)し,そ















線をX軸 として,こ れ らの中点 を原点 とした。基
準平面上でX軸 に直交する直線をY軸,基 準平面
